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ーデーメ回38第

晴天の中　県内10ヶ所で開催

住民本位の震災復興を

胆沢支部2名、江刺支部4名参加
写真は両支部合同石釜

江胆

開催も危ぶまれたメーデー
釜石支部から13名参加　桜がきれいです

久慈支部８名参加　恒例の私の一言コンテスト
「クールビズ？家計も政治も寒いです」１票!!

慈久

集会後はデモ行進でアピール　
磐井支部２名、南光支部５名、

千厩支部１名参加

磐両

中部支部は、午後から3名参加　終了後デモ行進

上北

古宮

被災地でもデモ行進!!
宮古支部 3名参加

仕事がを
終わって

から大船
渡支部

3名参加

夜デモし
ました

仙気

勤務終了後、二戸支部10名、
一戸支部７名参加

戸二

「原発なくせ」「増やせ看護師」をアピール。
中央支部･本部･遠野支部で 29名参加。終了
後は、桜舞う岩手公園でお花見を

中県 央

全身で訴える
中野委員長

　

大
震
災
か
ら
一
年
。
働
く
者
の
団

結
で
生
活
と
権
利
を
守
り
、
平
和
と

民
主
主
義
，
中
立
の
日
本
を
め
ざ
そ

う
と
第
83
回
メ
ー
デ
ー
岩
手
県
集

会
が
、
岩
手
各
地
10
カ
所
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
た

今
年
の
メ
ー
デ
ー
は
、〝
震
災
復
興
〞

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
被
災
地
で

も
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
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意見交換会に参加した約180名の住民

　県･医療局は5月15日夜、大東町大原
地区で、「大東病院の今後のあり方につい
ての意見交換会」を行いました。
　「早く大東病院を元に戻してほしい」「リ
ハビリ機能は必要」「有識者会議の結果あ
りきで進めている」など、住民から次々
と意見がでました。
　県･医療局は復旧に向けた具体案は示
さず、再度住民との意見交換会を設け、
2012年度前半を目途に病院の規模･機能
について方向性を出す考えを示しました。

県立大東病院意見交換会

大東病院を
元にもどして

　

原
爆
投
下
の
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ

ガ
サ
キ
の
悲
劇
を
繰
り
返
し
て

は
な
ら
な
い
と
、毎
月
の
６
・
９

行
動
（
街
頭
で
の
署
名
宣
伝
）

や
６
月
の
「
国
民
平
和
大
行

進
」、
８
月
の
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
の
岩
手
県
代
表
者
派
遣

な
ど
、
地
道
な
活
動
を
長
年
続

け
ら
れ
て
い
る
原
水
協
津
村
事

務
局
長
か
ら
、
原
発
問
題
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

◇　
　
　

◇

�

��

投
下
�
�
�
原
子
爆
弾
�

原
発
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
違
�
�
�
�
�
？

　

原
子
力
発
電
と
核
兵
器
は
と

も
に
、
原
子
核
分
裂
・
融
合

に
よ
っ
て
生
じ
る
巨
大
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
と
い

う
点
に
お
い
て
、
共
通
で
す
。

１
９
３
０
年
代
に
人
間
は
核
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
発
見
し
、
最
初
の

実
用
化
が
核
兵
器
だ
っ
た
の
で

す
。
ア
メ
リ
カ
が
つ
く
っ
た
原

爆
は
２
種
類
。
ま
ず
は
ウ
ラ
ン

型
を
ヒ
ロ
シ
マ
に
落
と
し
、
次

に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
型
を
長
崎
に

落
と
し
た
の
で
す
。
し
か
し
、

爆
発
と
い
う
方
法
で
は
経
済
に

利
用
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
核

燃
料
を
燃
や
し
て
、
経
済
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
い
た
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
の
海
軍
が
、
潜
水
艦
の

動
力
と
し
て
使
え
る
よ
う
原
子

炉
を
開
発
し
、
民
間
に
転
用
し

は
じ
め
た
。
こ
れ
が
今
の
原
子

力
発
電
に
、
そ
の
ま
ま
残
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。
日
本
は
世
界

で
唯
一
の
被
爆
国
で
す
が
、米
・

仏
に
次
ぐ
世
界
第
３
位
の
原
発

大
国
に
な
る
ま
で
の
歩
み
は
、

米
戦
略
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い

る
ん
で
す
。

�

��

原
発
�
�
�
�
�
�
広

�
�
�
�
�
�
�
？

　

日
本
の
原
子
力
開
発
は
、

１
９
５
０
年
代
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
最
初
の
段
階
か
ら
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
濃
縮
ウ
ラ
ン
と
原

子
炉
の
提
供
を
受
け
ア
メ
リ
カ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
従
属
す

る
形
で
、
原
発
増
設
の
道
を
突

き
進
ん
で
き
ま
し
た
。
い
ま
で

も
日
本
の
原
発
で
の
使
わ
れ
て

い
る
濃
縮
ウ
ラ
ン
の
73
％
は
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
、
輸
入
し
て
い

ま
す
。
更
に
日
本
で
は
、
推
進

す
る
勢
力
が
「
安
全
神
話
」
を

は
び
こ
ら
せ
て
き
た
と
言
え
ま

す
。
１
基
五
〇
〇
〇
億
円
と
も

言
わ
れ
る
ビ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
に

群
が
る
財
界
や
政
界
、
官
僚
、

御
用
学
者
、
一
部
メ
デ
ィ
ア
の

存
在
が
大
き
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

�

��

使
用
済
�
核
燃
料
�
現
状

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
？

　

原
発
の
運
転
を
続
け
る
限
り
、

最
終
的
に
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
が
発
生
し
累
積
し
て
い
き

ま
す
。
現
状
は
、
青
森
県
六
ヶ

所
村
の
貯
蔵
プ
ー
ル
は
す
で
に

満
杯
で
、
各
原
発
施
設
内
の
貯

蔵
量
も
約
あ
と
数
年
で
満
杯
と

い
う
と
こ
ろ
が
次
々
出
て
い
ま

す
。
し
か
も
最
終
処
分
場
の
目

途
は
全
く
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

�

��

今
後
�
自
然
�
�
�
�
�

�
�
転
換
�
�
可
能
�
�
�
？

　

も
ち
ろ
ん
可
能
で
す
。
５
月

５
日
、
全
国
54
基
が
す
べ
て
止

ま
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
電

気
を
使
い
生
活
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
一
人
一
人
が
よ
く
つ
か
み
、

声
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
す
。

◇　
　
　

◇

　

国
民
平
和
大
行
進
、
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
へ
の
代
表
派
遣

な
ど
平
和
の
取
り
組
み
と
同
じ

よ
う
に
、「
原
発
ゼ
ロ
」
を
め
ざ

し
て
私
た
ち
自
身
が
声
を
あ
げ

て
い
く
こ
と
が
大
事
な
ん
で
す

ね
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

�
原
子
力
発
電
�
真
実
�

原
水
爆
禁
止
岩
手
県
協
議
会
・
津
村
事
務
局
長
に
聞
く
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平和行進に参加する盛岡大学の学生（2011年）

　

今
年
も
平
和
行
進
が
被
爆

地
、広
島
に
向
け
て
５
月
６
日
、

北
海
道
を
出
発
し
ま
し
た
。「
署

名
行
動
は
ち
ょ
っ
と
」「
学
習

会
な
ん
て
め
ん
ど
く
さ
い
」
と

い
う
組
合
員
で
も
、
歩
く
こ
と

で
平
和
へ
の
思
い
が
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
、
そ
れ
が
国
民
平
和
大

行
進
で
す
。

　

老
い
も
若
き
も
、
子
連
れ
で

も
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数

　５月18日、盛岡地域労連では、５年ぶりに

平和のつどいとして、落語家の桂文我独演会

を開催。開演前会場の盛岡劇場には外まで延

びる行列ができました。今回の企画は、楽し

いだけでなく、盛岡開催の収益金で、宮古で

の被災地支援・無料開催がセッ

トというもの。桂文我さんは

東京での被災時の様子をユー

モアあふれる話芸で紹介、古

典落語を披露し、会場は笑い

でいっぱいになりました。

被
爆
地
・
広
島
へ
一
歩
ず
つ

平
和
の
思
い
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

盛岡労連・平和のつどい

年
は
、
県
立

大
学
の
学
生

も
参
加
し
、

沿
道
か
ら
も

大
き
な
拍
手

を
受
け
て
い

ま
す
。

　

憲
法
記
念
日
（
５
月
３
日
）

に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
憲

法
記
念
日
の
つ
ど
い
」
は
、
盛

岡
市
プ
ラ
ザ
お
で
っ
て
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
91
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
、福
島
原
発
の
地
元
、

福
島
大
学
の
前
学
長
・
今
野
順

夫
氏
を
講
師
に
、「
日
本
国
憲

法
の
視
点
か
ら
復
旧
・
復
興
を

憲
法
を
宝
に
運
動
し
て
い
こ
う

被
災
地
で
は「
人
間
の
復
興
」が
大
切

考
え
る
」
と
題
し
て
、
福
島
な

ど
の
実
態
を
交
え
な
が
ら
、「
人

間
の
復
興
が
必
要
だ
」、
そ
の
た

め
に
「
住
民
の
参
加
が
大
事
で

あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
、
放
射
能
汚
染
を

ど
う
考
え
る
か
、
市
町
村
合
併

の
影
響
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
、

丁
寧
な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
憲
法
を
宝
と
し
て

民
主
運
動
を
す
す
め
て
い
こ

う
」
と
の
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し

ま
し
た
。

福島大学前学長　今野順夫氏

盛岡で落語、収益金で宮古では無料

６
月
９
日
か
ら
17
日
、
県
内
平
和
行
進
通
過

憲
法
記
念
日
の
つ
ど
い
開
催（
５
月
３
日
）

幹
線
コ
ー
ス　

県
内
行
進
６
月
9
日
〜
17
日

岩手県入り
金田一温泉6/9㈯

宮城へ6/17㈰

久慈コース
6/9㈯

沿岸コース6/13㈬

気仙コー6/16㈯

東磐井コース6/16㈯

普代村二戸市

宮古市

花巻市

大船渡市一
関
市 藤沢町

　

６
月
９
日
に
二
戸
市
金
田
一

で
青
森
県
か
ら
引
き
継
ぎ
、
沿

岸
か
ら
の
支
線
コ
ー
ス
を
含

め
、
17
日
に
宮
城
県
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
で
す
。

　

誘
い
合
っ
て
、
楽
し
く
行
進

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
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看護部会

　

集
会
の
前
に
は
、
岩
手
医
労

連
看
護
対
策
委
員
20
人
が
「
大

幅
増
員
と
夜
勤
改
善
で
安
全･

安
心
の
医
療･

介
護
の
実
現
を
」

と
訴
え
て
、
亀
ヶ
池
と
野
村
證

券
前
の
２
カ
所
で
国
会
請
願
署

名
を
行
い
ま
し
た
。
肌
寒
い
５

　

中
央
支
部
の
内
藤
鈴
子

さ
ん
は
、
高
田
支
部
の
大
浦

宏
子
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
を
代

読
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
時
、
必
死
で
職
場
に
駆
け

つ
け
よ
う
と
し
た
も
の
の
、

津
波
に
追
い
か
け
ら
れ
、
再

び
避
難
所
で
職
員
に
会
え
た

時
の
様
子
に
報
告
者
の
内
藤

さ
ん
も
感
情
を
抑
え
ら
れ

ず
、
会
場
の
参
加
者
も
息
を

詰
め
る
よ
う
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

高田支部の大浦宏子さんのレポートを
代読する中央支部の内藤鈴子さん

岩手県ナースウェーブ集会

やりがいのある看護がしたい

笑顔　白衣でアピール行進と

白衣のアピール行進元気よく

　

医
師･

看
護
師
を
増
や
し
て
安
全
・
安
心
の
医
療
・

看
護
を
実
現
す
る
社
会
的
な
ア
ピ
ー
ル
の
場
と
し
て

開
催
さ
れ
た
２
０
１
２
年
の
岩
手
県
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー

ブ
集
会
は
、「
い
の
ち･

絆
、
守
ろ
う
岩
手
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
５
月
12
日
盛
岡
市
の
産
業
会
館
（
サ
ン
ビ

ル
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
岩
手
県
内
の
病
院
で
働
く

１
６
０
名
の
看
護
師
等
が
参
加
し
ま
し
た
。

月
の
こ
の
日
、
白

衣
の
参
加
者
は
寒

さ
に
震
え
な
が
ら

も
１
５
１
筆
を
集

め
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
岩
手
医
大
の
職

員
で
結
成
す
る
バ
ン
ド
「
Ａ
Ｇ
ふ

れ
ん
ず
」
が
、
70
年
代
の
フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
を
歌
い
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
で
は
、
看
護
対

策
委
員
長
の
吉
田
裕
美
子
さ
ん

（
岩
手
医
大
教
職
組
）
が
看
護

師
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
に
つ

い
て
延
べ
、
厚
労
省
５
局
長
通

知
を
力
に
改
善
を
勝
ち
取
っ
て

い
こ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
日
本
医
労
連
前

副
委
員
長
で
あ
り
、
温
泉
愛
好

家
と
し
て
新
聞
な
ど
に
連
載
を

し
て
い
る
桂
木
誠
志
さ
ん
が
、

「
心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、

ゆ
っ
た
り
湯
め
ぐ
り
」
と
題
し

て
講
演
。
桂
木
さ
ん
は
講
演
の

中
で
、「
忙
し
い
時
こ
そ
友
達

と
温
泉
へ
い
っ
て
ス
ト
レ
ス
を

解
消
し
て
」「
い
の
ち･

絆･

暮

ら
し
は
趣
味
で
深
く
な
る
」
こ

と
を
訴
え
ま
し
た
。

　

集
会
終
了
後
、参
加
者
は「
医

師･

看
護
師
を
増
や
せ
」
な
ど

の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
響
か

せ
て
、
白
衣
で
元
気
に
盛
岡
市

内
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。
県

医
労
か
ら
の
参
加
者
は
28
名
で

し
た
。

「あの日私は…そして今の高田病院は…」
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母
の
日
の
５
月
13
日
。
歩
行

者
天
国
で
賑
わ
う
盛
岡
市
大
通

り
商
店
街
で
、「
原
発
な
く
せ
！ 

宣
伝
行
動
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
わ
て
労
連
女
性
部
が
呼
び
か

け
た
こ
の
宣
伝
行
動
に
は
、
４

団
体
８
名
（
県
医
労
か
ら
２

名
）
と
子
ど
も
さ
ん
が
３
名
参

加
。
お
母
さ
ん
の
側
で
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
る
な
ど
、

署
名
行
動
の
お
手
伝
い
を
し
ま

し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
福
島
の
原

発
事
故
は
収
束
し
て
お
ら
ず
、

実
態
も
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
原
発
事
故
は
、
広

範
囲
に
わ
た
る
放
射
能
汚
染
を

引
き
起
こ
し
、
県
内
で
も
被
害

が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
よ
う
な
事
故
と
放
射

能
汚
染
を
二
度
と
お
こ
さ
な
い

た
め
に
も
、
原
発
か
ら
す
み
や

か
に
撤
退
す
る
こ
と
、
そ
し
て

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る

こ
と
を
訴
え
て
、
署
名
行
動
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
約
１

時
間
で
82
筆
の
署
名
が
集
ま
り

ま
し
た
。　
　

大通商店街で
　署名する親子

原発をなくそう！
いわて労連女性部が署名行動

第
58
回
岩
手
県
母
親
大
会
in
一
関

　

■
と
き　

７
月
29
日
日　

■
と
こ
ろ　

一
関
文
化
セ
ン
タ
ー

第
58
回
日
本
母
親
大
会
in
新
潟

　

■
と
き　

８
月
25
日
土
〜
26
日
日　

■
と
こ
ろ　

新
潟
・
朱
鷺
メ
ッ
セ

一関大会シンボル
たまなちゃん

県医労青年部第55回定期大会県医労青年部第55回定期大会

◆詳細については支部宛の大会公示・要請文書をご覧下さい

■日程　７月 14日（土）～ 15日（日）
　　　　　　　（13：30　受付（予定）　朝解散）

■会場　盛岡市・つなぎ温泉　ホテル　紫　苑

この１年間の活動方針を決定する大事な会議で
す。大会成功に向けて、今から代議員・オブザー
バーの確保をお願いします。

女性部・青年部
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長
年
愛
用
し
て
い
た
二
層
式

の
洗
濯
機
が
つ
い
に
壊
れ
て
し

ま
い
、
全
自
動
式
を
購
入
し
ま

し
た
。
と
て
も
便
利
な
の
に
、

そ
れ
に
ま
だ
な
れ
な
い
私
は
、

本
当
に
動
い
て
い
る
の
か
心
配

で
離
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

 

中
央
支
部　

つ
く
し
ん
ぼ

　

　

　

Ｇ
・
Ｗ
中
、
熱
を
出
し
て
寝

込
ん
で
い
る
私
の
所
に
来
て
、

「
か
あ
ち
ゃ
ん
、
ね
ん
ね
？
」

と
心
配
そ
う
な
顔
を
す
る
１
才

半
の
娘
。
小
さ
い
な
が
ら
も
わ

か
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
ぇ
。

 

大
東
支
部　

か
あ
ち
ゃ
ん

　

桜
の
花
も
過

ぎ
、
新
緑
へ
向
か

う
。
し
か
し
桜
の

花
同
様
、
就
職

で
き
な
い
子
ど
も

達
の
心
の
花
も

散
っ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
▼
４
月

26
日
、
日
高
教

は
２
０
１
２
年
３

月
に
卒
業
し
た
高
校
生
の
就
職

内
定
状
況
（
卒
業
時
調
査
）
を

ま
と
め
、
発
表
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
就
職
内
定
率
は
前
年

度
調
査
か
ら
１
・
７
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
た
が
、
卒
業
ま
で
の
間

に
、
就
職
希
望
を
「
あ
き
ら
め

る
」
生
徒
が
相
当
数
に
上
る
こ

と
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
、
数

字
上
は
高
い
内
定
率
と
な
っ
て

い
る
。
求
人
状
況
の
厳
し
さ
や

男
女
間
・
地
域
間
の
大
き
な
格

差
な
ど
、「
厳
し
い
就
職
難
」
と

い
う
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
、
大
学
も
同
じ
状
況

で
、
大
学
卒
業
し
た
後
、
３
割

は
仕
事
に
就
け
な
い
状
況
と
い

う
。
大
学
の
就
職
内
定
率
も
怪

し
い
も
の
だ
。
こ
の
原
因
の
大

元
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
よ

る
内
需
の
冷
え
込
み
で
仕
事
が

4
月
号
パ
ズ
ル

4
月
号
パ
ズ
ル

４
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
20
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
正
解
で
し

た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、

次
の
10
名
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り

ま
す
。

■
４
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

さ
く
ら
（
二
戸
支
部
）、
も

こ
も
こ
、
い
ち
ろ
う
の
母
、

じ
ゃ
が
い
も
の
花
（
中
央
支

部
）、ボ
ー
デ
ィ
サ
ッ
ト
バ
（
中

部
支
部
）、い
そ
が
し
マ
マ
（
磐

井
支
部
）、
メ
ダ
カ
、
ま
ぐ
ろ

（
南
光
支
部
）、
桜
咲
く
（
大

東
支
部
）、
ゆ
ゆ
パ
パ
（
大
船

渡
支
部
）

  

新
年
度
を
迎
え
ら
れ
た
。
こ

の
一
年
を
大
切
に
し
て
働
い
て

い
こ
う
。

 

宮
古
支
部　

宮
古
の
町
を

　

　

  

新
年
度
に
な
り
、
新
ス
タ
ッ
フ

も
加
わ
り
、
新
た
な
気
持
ち
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
だ
、
ぎ

こ
ち
な
い
関
係
で
す
が
、
お
花
見

な
ど
で
グ
ー
ン
と
親
し
く
な
れ

た
ら
い
い
ナ
っ
て
思
い
ま
す
。

　
　

中
央
支
部　

　
　
　

サ
ッ
カ
ー
大
好
き
人
間

　

　

　

今
年
も
き
れ
い
な
桜
の
花
が

咲
き
ま
し
た
ね
。
あ
っ
と
い
う

間
に
散
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
散
っ
た
後
は
、｢

花
よ
り

団
子
」
で
団
子
を
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

 

南
光
支
部　

よ
っ
ち
マ
マ

な
い
と
い
う
事
に
つ
き
る
▼
Ｉ

Ｌ
Ｏ
は
４
月
29
日
、
近
い
将
来

労
働
市
場
が
回
復
す
る
兆
し
が

見
ら
れ
な
い
と
し
て
、
世
界
が

「
新
た
な
雇
用
危
機
に
突
入
し

つ
つ
あ
る
」と
警
告
す
る
レ
ポ
ー

ト
を
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

２
０
０
８
年
以
前
の
欧
州
危

機
と
比
べ
て
、
世
界
で
５
千
万

人
分
の
仕
事
が
不
足
し
て
い

る
。
先
進
国
の
大
半
で
若
者
の

失
業
率
、
貧
困
率
、
非
正
規
雇

用
が
増
加
し
て
い
る
。
日
本
に

お
い
て
は
福
祉
分
野
の
公
共
支

出
の
削
減
が
、
東
日
本
震
災
後

の
雇
用
状
況
を
い
っ
そ
う
悪
化

さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘

し
た
。
私
達
が
主
張
し
て
い
る

「
医
療･

社
会
保
障
予
算
の
増
額
」

は
、
日
本
の
雇
用
危
機
の
一
つ

の
解
決
策
に
も
な
り
得
る
▼
国

民
大
運
動
岩
手
県
実
行
委
員
会

で
は
、
自
治
体
要
請
キ
ャ
ラ
バ

ン
を
５
月
21
日
か
ら
行
っ
て
い

る
。
被
災
地
で
の
雇
用
確
保
は

ま
し
て
深
刻
な
問
題
だ
。
被
災

者
の
生
活
に
大
き
な
打
撃
を
与

え
る
消
費
税
増
税
な
し
の
、
社

会
保
障
制
度
の
改
善
こ
そ
必
要

だ
。
自
信
を
持
っ
て
訴
え
よ
う
。

 

（
Ｋ
）



　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11―

１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

６
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

◇
人
増
え
た
（
は
ず
）　

産
休･

病
休　

あ
れ
？
足
り
な
い

 

（
勤
務
表
と
に
ら
め
っ
こ
の
師
長
）

◇
ス
カ
イ
ツ
リ
ー　

地
デ
ジ
支
え
る　

電
波
塔

 

（
世
界
に
誇
る
日
本
の
技
術
者
た
ち
）

◇
東
電
の　

儲
け
９
割　

家
庭
か
ら

 

（
怒
り
心
頭
の
東
京
都
民
）

◇
消
費
税　

命
運
握
る　

某
一
郎

 

（
日
本
の
将
来
を
憂
う
市
民
）

◇
親
子
寄
席　

笑
い
で
楽
し
い　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

（
み
ん
な
の
気
持
ち
）

６月の予定
　１日（金）～　３日（日）
 日本医労連2012年平和ツアー（沖縄）
　２日（土）～　３日（日）
 日本医労連東北地方協女性交流集会（青森）
　７日（木） 県医労高田支部主催の三遊亭京楽寄席
　８日（金）～　９日（土）
 岩手医労連被災地支援ボランティア
　９日（土）～17日（日）
 国民平和大行進
15日（金）～17日（日）
 日本医労連第39回医療研究全国集会（京都）
22日（金）～23日（土）
 県医労第68回定期大会（花巻温泉「千秋閣」）
23日（土） 6.23国民大集会（明治公園、予定）
23日（土）～24日（日）
 日本医労連第34回保育所会議（熱海）

７月の予定
　１日（日） 消費税ストップ県民集会（仮）（教育会館）
　６日（金）～　７日（土）
 県医労女性部第55回定期大会（志戸平）
14日（土）～15日（日）
 県医労青年部第55回定期大会（紫苑）
20日（金） 支部長会議
21日（土）～22日（日）
 岩手医労連第38回医療研究集会（千秋閣）
29日（日） 第58回岩手県母親大会in一関

6/15㈮ 全体集会1日目

一橋大学名誉教授　渡辺　治　先生

社会保障と税の一体改革でどうなる、
日本の医療・介護・社会保障

6/17㈰
記念講演　9：30～

３日目

映画作家　河瀬直美　さん
震災、いのち、つながり（絆）

6/16㈯
分科会
9：00～ 16：00

２日目

記念講演　14：30～

全体集会


